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Abstract
BoththeUSandtheUKregardscientificliteracyasasubjectthatshouldbeintroduced
tochildrenwhentheyareveryyoung,intheirearlydevelopmentalstages.Attentionmustbe
paidtochildren・sdevelopmentwhiletheyareinprimaryschoolsothattheycanimprovetheir
scientificliteracysystematicaly.CurrentlyinJapan,childrenengageinlifeenvironmental
studiesduringthe1stand2ndgradesandcontinuetostudyscienceduringthe3rdto6th
grades.Thisscientificstudybuildsonwhatchildrenlearnedinlifeenvironmentalstudies.The
chalengeishowtobetternurturechildren・sscientificliteracythroughoutthesix-yearprimary
schoolcurriculum wehavetoday.
Althoughnew educationalguidelineshavebeenfulyimplemented,itisstilnecessaryto
developacurriculum thatcansystematicalypromotechildren・sscientificliteracythroughout
theirprimaryschooleducation.Theeducationalguidelineswil,intime,berevisedandcurriculum
compositionmaychange.Inthispaper,Iexamineandanalyzethesciencecurriculum in
primaryschooleducationwithaspecificfocusonthepromotionofscientificliteracyamong
children.
Inthecourseofthisstudy,theimportanceofthePlowdenReport,onwhichthenational
curriculum oftheUKisbased,becameclear.Thisreportpresentsmeasuresdesignedtoinspire
children・sunderstandingofthenaturalenvironmentintheirearlydevelopmentalstages.These
include1）theschoolcurriculum,2）educationalmaterials,and3）alocationofspaceandtime
topromotethebirthofintelectualawarenessinchildren・scomprehensionofnature.Findings
from thisstudyhavesignificantimplicationswithregardtothecurriculum composition,
educationalcontentandteachingmethodsintheearly-primaryschoolsystem.
Keywords:・knowledgebasedsociety・（「知識基盤社会」）,scientificliteracy（科学的リテラシー）,
primary education curriculum（初等教育カリキュラム）,understanding ofthe
naturalenvironmentinearlydevelopmentalstages（自然認識の萌芽）,thePlowden
Report（プラウデン報告）
学苑初等教育学科紀要 No.848 2～14（20116）
子どもの自然認識の萌芽を伸長させる
理科カリキュラム
 イギリスナショナルカリキュラムとプラウデン報告を基に
小 川 哲 男
ANaturalScienceCurriculumthatPromotesChildren・sDevelopmental
UnderstandingoftheNaturalEnvironment:
TheNationalCurriculumoftheUKandthePlowdenReport
TetsuoOgawa
1 問題の所在と目的
21世紀は，新しい知識情報技術が政治経済文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の
基盤として飛躍的に重要性を増す，いわゆる「知識基盤社会」時代であるということができる。その
実像は，物や通貨が流通し，情報が流布され，人と人とのコミュニケーションの多くはコンピュータ
を媒介として構成される社会である。このような「知識基盤社会」で生きるためには，明確な意思を
もち，目的意識をもって，社会にあふれる情報を自ら咀嚼し，取捨や選択しながら生きる力が要請さ
れよう。
このような「知識基盤社会」において，生きる力の内実はリテラシーという言葉で表現される。こ
のリテラシーは，教養という意味も有しているが，「知識基盤社会」にあっては，社会にあふれる文
字や数字，記号などで表現される情報を自ら解釈し，咀嚼しながら自分の判断や見通しをもちつつ，
自分の意志として加工し，使用可能な形で表現する力そのものといえよう。このことから，「知識基
盤社会」を生き抜く人間のリテラシーの形成が課題となっている。
現在，このリテラシーの育成に関わっては，世界各国で研究がすすめられ，その向上のために具体
的な取り組みがすすめられている。
米国では，1980年代後半から，すべての市民が修得すべき科学的なリテラシーを策定し，その内
容の実現のため，カリキュラム改革がすすめられている。この中で，科学的リテラシーは，科学的な
概念やプロセスについての知識や理解とされ，個人や社会活動への科学の適用性を強調した学力観の
中に位置付けられている。そして，全国規模での「全米科学教育スタンダード」を策定し，1990年
代後半以降の米国のカリキュラムでは，科学的リテラシーの育成と向上を目指し，変革をすすめてい
る。このカリキュラムは我が国の学習指導要領が依拠しているところの，物理，化学，生物，地学と
それぞれの系統的知識に基づく内容構成とは大きく異なっている。その内容は，「統一的概念とプロ
セス」「探求としての科学」「科学と技術」「個人的社会的観点から見た科学」「科学の歴史と本質」を
特徴としている。これらの具現化のため，幼稚園から第4学年の段階，及び第5学年から第8学年の
各段階のまとまりなど，それぞれの段階に応じた学習内容が設定され，幼稚園から第12学年までに
かけて体系的に学習が深まるように一貫性に基づいて構成されている。これらの内容をいかに実現し，
科学的なリテラシーの向上を図るかが科学教育に携わる教育関係者に求められる課題となっている1）。
一方，英国では，1980年代末のナショナルカリキュラム導入後，義務教育期間に到達すべき内容
として，科学リテラシーと関わる学力の形成を位置付けている。このナショナルカリキュラムの科学
の学習内容は11か年の義務教育期間を通して，「科学的探究」「生命のプロセスと生物」「物質とその
特性」「物理的プロセス」の4つの領域で構成されている。この中の「科学的探究」は，「科学の本質」
に関する理解と，「探究能力」としての能力と2つから構成されている。特に，後者の「探究能力」
は「計画すること」「証拠を得ることと提示すること」「証拠を考察すること」「評価すること」とい
う4つの基礎的能力から構成されている。そして，これらの「科学の本質」と「探究能力」は発達段
階に応じて体系的により単純で基礎的な能力から複雑でより高度な能力の育成へと，初等教育から系
統的な向上を期待している2）。
上述したように「知識基盤社会」における科学的リテラシーは米国，英国においても，幼年期から，
発達段階に応じて体系的に学習が深まるよう一貫性に基づいて初等教育から系統的に育成することが
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課題として挙げられている。現在，我が国の科学カリキュラムにおいては，小学校1，2年の生活科
の接続発展としての理科学習が3年から6年においてなされている。このようなカリキュラムを通
して，科学的リテラシーをどのように育成していくかが問われている。
新学習指導要領が全面的に実施される中，初等教育において科学的リテラシーを体系的に育てるカ
リキュラムの開発が求められている。本論文においては今後の教科構成検討も含んだ学習指導要領の
改訂を見通し，初等教育における科学的リテラシー育成の理科カリキュラムに焦点を当て，イギリス
のナショナルカリキュラムの礎となったプラウデン報告を基にこれからの科学的リテラシー育成につ
いて次のような視点から論究することを目的とする。
第1に，イギリスの学校制度を構成しているナショナルカリキュラムにおける理科カリキュラムの
位置付けについて整理する。第2に理科カリキュラムの内容を学年の段階であるキーステージに基づ
いて，その内容と方法について検討する。第3に，ナショナルカリキュラムの礎となったプラウデン
報告を基に，子どもの自然認識の萌芽に関わるカリキュラムの基本的な考え方や改善点について論究
する。第4に，プラウデン報告を基にした子どもの自然認識の萌芽を伸長させる理科カリキュラムの
視点を提案する。
なお，本論文で扱う「自然認識の萌芽」といった概念については，これまでに次のような視点から
研究報告をしている3）。
子どもは自然事象との関わりにおいて，多様な経験や知識を有している。しかし，これらの経験や
知識がどのように機能して子どもの自然認識を形成しているのか，とりわけ幼年期におけるかかる認
識がどのように構成されているかについては，まだ解明されていない。そこで，幼年期の子どものこ
うした認識を「自然認識の萌芽」といった概念として位置付けた。そして，その構造と構成に焦点を
当て，ヴィゴツキーの教授学習理論を基に，子どもの自然認識の萌芽について「生活概念」「科学
概念」の双方向性の視点からモデルを提示した。その場がヴィゴツキーの主張する「発達の最近接領
域」であり，具体的には他者との相互作用によって自然認識の萌芽が構成されることを明らかにした。
2 イギリスの初等教育とナショナルカリキュラム
イギリスの義務教育は1944年に定められた教育法によって，日本より1年早く5歳から小学校に
入学し，16歳で卒業する。義務教育の開始年齢を5歳からとしているのは，世界でイギリスだけで
ある。図1に示すように，初等学校は，5歳から 7歳までの子どもを教育する幼児部（infants
schools），7歳から11歳までの彼らを教育する下級部（juniorschools）と大きく2つに分かれてい
る4）。
幼児部では簡単な読み書きや足し算，引き算などができるようになり，7歳になると下級部へすす
み，基本的には幼児部と同じ教育方法ではあるが，学習という性格が強くなってくる。子どもの自然
認識の萌芽伸長の視点からカリキュラムを考えると，現在，小学校低学年において，理科を必修とし
て位置付けているのはイギリスだけである。そこで，ここでは，主として幼児部（5歳児）から下級
部の1年生（7歳児）程度の理科教育を中心に彼らの自然認識の萌芽伸長に関わるカリキュラムにつ
いて検討する。
ナショナルカリキュラム導入の背景は，1970年代以降の教育水準低下が深刻な問題となり，イン
グランドとウェールズのすべての学校を対象に共通カリキュラムの導入を意図したことにある。その
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具体的な意図は次のように示されている5）。（以下，本稿における原文の要約は筆者による。）
・子どもの学力の到達水準を引き上げること。
・学校，地域間のカリキュラムの格差を是正すること。
・学校，教師，保護者が子どもの学力の到達の程度を客観的に評価できるようにすること。
このような背景を基に，1988年，教育改革法において，公立（営）学校に通うすべての子ども（5
歳児から16歳児）が「幅広く調和のとれたカリキュラム（abalancedandbroadlybasedcurriculum）」
を受ける権利を有することが示された。また，その特色は次のように示された6）。
・学校及び社会における子どもの精神的，道徳的，文化的，知的，身体的発達を促進する。
・学校修了後，子どもに社会生活の機会，責任及び経験の準備をする。
・基礎教科（foundationsubjects）を設定し，その中に，数学，英語（国語），及び理科を必修教科
（coresubjects）として位置付ける。
・各教科で，子どもが各キーステージ（KeyStage）の終了まで修得すべき知識，スキル及び理解
力としての到達目標（AttainmentTargets）を設定する。
・各キーステージにおいて，教授すべき内容，スキル及びプロセスとして，学習プログラム
（ProgrammesofStudy）を作成する。
・各キーステージの到達目標に照らし，子どもの習得程度を確認するための評価方法（Assessment
Arrangements）を設定する。
このように，ナショナルカリキュラムは，各ステージに応じた学習目標や学習内容を明確化すると
ともに，それらの到達の程度を全国的なテストによって確認するという枠組みになっている。このナ
ショナルカリキュラムを日本の学習指導要領と比較すると，全国規模のカリキュラム，法的準拠，教
科の目標，内容の提示の視点からは類似性が認められる。しかし，学習目標とその具現化である到達
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図1 イギリスの学校制度（出所:国立教育政策研究所（2004）「生活のカリキュラムの
改善に関する研究諸外国の動向」，p.15）
目標や学習プログラムは，子どもの発達に即して各学年毎に示されるのではなく，キーステージとい
う学習発達の段階毎に設定されていることなど，質的に異なっている面もある7）。
ナショナルカリキュラムの具体的な構造は，「各教科とステージ」，「教科毎の到達目標」，「教科毎
の学習プログラム」，「7歳，11歳，14歳，16歳時の評価」の4つの部分から構成されている。前述
したように，ここで特徴的なのは，理科のナショナルカリキュラムが学年や年齢毎の発達段階に基づ
いた教育課程ではなく，「キーステージ」という概念を用いていることである。
この考え方では，初等教育を「5歳から7歳（1～2年:キーステージ1）」，「7歳から11歳（3～6年:
キーステージ2）」の2段階の区分とし，中等教育を同様に「11歳から14歳（7～9年:キーステージ3）」，
「14歳から16歳（10～11年:キーステージ4）」の2段階と区分している。その区分を「キーステージ」
と呼び，この区分すべてを通して，ステージ1から4といった段階が設定されている。
そして，これらの「キーステージ」の中には，表1のように教科が位置付けられている。英語
（国語），数学，理科はどのステージにおいても必修であり，表1の●印の教科の履修は法的拘束力が
あるものとして，位置付けられている。また，無印の教科については，どのステージにおいても法的
拘束力のない内容領域で，学校の裁量に任されている。
3 ナショナルカリキュラムにおける理科教育の位置付け
表1で示したように，ナショナルカリキュラムでは，英語（国語），数学，理科を「コア教科」と
して重視し，必修教科として位置付けている。ナショナルカリキュラムにおいて，理科が必修教科と
された理由は2つある8）。1つは，高度科学技術社会に生きるすべての子どもの科学的リテラシーの
育成であり，もう1つは，科学技術を背景とした世界経済競争に勝てる人材開発の意図である。
ナショナルカリキュラムの理科教育の目標は次のように示されている。①科学概念を理解する，②
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表1 イギリスのナショナルカリキュラムにおける学年別教科配当表（2002年8月以降）
Keystage1 Keystage2 Keystage3 Keystage4
年齢 57 711 1114 1416
学年 12 36 79 1011
英語 ● ● ● ● コア教科
数学 ● ● ● ● コア教科
理科 ● ● ● ● コア教科
デザインと技術 ● ● ● ● 基礎教科
ICT ● ● ● ● 基礎教科
歴史 ● ● ● 基礎教科
地理 ● ● ● 基礎教科
現代外国語 ● ● 基礎教科
美術とデザイン ● ● ● 基礎教科
音楽 ● ● ● 基礎教科
体育 ● ● ● ● 基礎教科
市民 ● ● 基礎教科
出所:国立教育政策研究所（2004）「生活のカリキュラムの改善に関する研究諸外国の動向」，p.17表1，
筆者により一部和訳
科学的探究方法を使用する，③科学が社会形成に果たす役割を認識する，④理科教育が個人の発達
（人間形成）に果たす役割を理解する，⑤科学的知識と科学の説明には説得力はあるけれども，暫定的
である，⑥科学技術分野の職業へと導く機会を与える，である。
ナショナルカリキュラムの導入の意義は，これらの目標を明示したことにより，子どもや保護者，
そして教師に，理科を教えることの必要性と理科が子どもの人間形成に果たす役割を具体的に提起し
たことにあるといえよう。
こうしたナショナルカリキュラムの特色は次のように指摘できる。
・物理，化学，生物，地学といった自然科学の領域に加えて，科学の性質（natureofscience）が
扱われている。
・「日常生活の文脈における科学（scienceinaneverydaycontext）」という考え方に立ち，科学の
生活や産業，社会への応用について，子どもの批判的な認識の発達を期待している。
・実際的活動（practicalwork）を通して，探究の科学的方法（scientificmethodsofinvestigation）
が身に付くようにしている。
・子どもの科学的な考え方の発達においては，コミュニケーションが重要な役割を果たす。そのた
め，子どもは自分の考えを表現し，他者に伝達する多様な方法を学び取ることが必要である。し
たがって，学習が他者（教師，子ども，教材等）との相互作用において成立することを理解させよ
うとしている。
このように，1989年に導入されたイギリスのナショナルカリキュラムは，イングランドとウェー
ルズで施行されてきた。その後，1991年，1995年の改訂の後，現在はイングランドのみで実施され
ている。2000年版ナショナルカリキュラムの理科は，「科学的探究（scientificenquiry）」，「ライフプ
ロセスと生物（lifeprocessesandlivingthings），「物質とその性質（materialsandtheirproperties）」，
「フィジカルプロセス（physicalprocesses）」の4つの分野から構成されている。
しかし，実際の授業では「科学的探究」が独立しているのではなく，他の3つの分野の学習を通し
て保証されるとしている。
都築が指摘しているように「ScientificEnquiry」の重視である9）。すなわち，子どもが，このよ
うな内容に関わる科学的な探究を通して，研究手順の計画や実験，測定，結果の分析や証拠の評価な
どの技能を修得させることをねらいとしているのである。
この2000年版ナショナルカリキュラムの改訂の特徴について，都築は次のように指摘している10）。
①各学年（KeyStage）に応じた探究活動の教材が開発された。
②カリキュラムは大きく変更せず，「ライフプロセスと生物」「物質とその性質」「フィジカルプロ
セス」の3分野。
③カリキュラムの目標は「ScientificInvestigation」から「ScientificEnquiry」に改められた。
その理由は「Investigation」と「Enquiry」の意味はともに探究ではあるが，「Enquiry」の方
が子どもの探究活動を広く捉えられるからである。
④従来のカリキュラムの「Investigation」の意味は探求活動全般を表現する言葉であるにも拘わ
らず，授業では「公正なテスト」（fairtest）と同じ意味にとられる傾向があり，③のように目標
が変更されたこと。
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4 ナショナルカリキュラムにおける理科カリキュラムの内容
カリキュラムの主要項目を列挙し，その詳細を（1）～（3）に示す。
（1） キースキル
上述したように，ナショナルカリキュラムでは，英語（国語），数学，理科の「コア教科」を軸に，
それ以外の9教科が基礎教科として設定されている。この理科のナショナルカリキュラムは，子ども
の精神的発達，道徳的発達，社会的発達，文化的発達を促進するとともに，表2に示すようなキー
スキル（keyskils）の修得を目指している11）。
このキースキルの意味は，次のように捉えることができる。
①理科学習におけるコミュニケーションである。このコミュニケーションは，自然事象との関わり
から得られた事実や，それに基づいて知識を構成していく場面である。
②友達との協力的な学習を重視することである。つまり，自然事象と関わる学習は，常に友達との
関わりを有しながらすすめられるからである。
③自分自身の充実のための学習を重視することである。すなわち，学習の進行を子ども自身が振り
返り，自分自身の成果を自ら評価し，その結果を自己の充実に生かすことである。
④問題解決のスキルを重視している。
すなわち，このように，自然事象との関わりと子ども相互の関わりとは，常に表裏一体となってい
る。したがって，このような活動が，子ども自身の充実に資することを考えると，理科学習は常に人
間形成と不可分であるといえる。
（2） キーステージ1（5歳児から7歳児）における学習プログラム
1）「科学的探究」の学習プログラム
これまで述べたように，理科ナショナルカリキュラムは，「科学的探究」，「ライフプロセスと生物」，
「物質とその性質」，「フィジカルプロセス」の4つの分野から構成されている。そして，それぞれの
内容を学習プログラムとして示している。「科学的探究」は，「探究スキル」とともに「探求のプログ
ラム」から構成されている。「探究のプログラム」の具体的な内容は次のような表3に示すことがで
きる12）。
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表2 理科ナショナルカリキュラムにおけるキースキル
コミュニケーション 事実や考え方を多様な文脈で理解することを通して，コミュニケーション
スキルは発達する。
数の応用（applicationof
number）
一次，二次データを収集，考察，分析することを通して，数の応用スキルは
発達する。
IT 広範囲なICT（InformationandCommunicationTechnology）の使用を通し
て，ITスキルは発達する。
他者との協力（working
withothers）
科学的な探究を通して，他者と協力するスキルは発達する。
自己の学習（ownlearning）
とパフォーマンスの向上
自分を振り返り，評価することを通して，自己の学習とパフォーマンスを向
上させるスキルは発達する。
問題解決 科学に関わる問題の解決に創造的に取り組み，答えを見付けることを通して，
問題解決のスキルは発達する。
この「探究のプログラム」は，子どもの自然認識の萌芽を伸長させる視点から，次のように捉え直
すことができる。
①子どもが自然事象との関わりから得られた情報を，大切にする。
②子どもが抱いた疑問や問題を自分の方法で解決できるように促す。
③疑問や問題の解決に当たっては，事前に考えた予想や，事後の振り返りを大切にする。
④観察や実験から得られた結果を，言葉や絵図，グラフ等を駆使して表現するなど，多様な表現に
基づくコミュニケーション活動を重視する。
⑤得られた事実や結果を基に既有の知識や体験と比較，考察し，新たな知識を自分で構成する。
2）「ライフプロセスと生物」「物質とその性質」「フィジカルプロセス」の学習プログラム
キーステージ1は，さらに2つに分かれ，キーステージ11，12から構成されている。そして，
その内容はユニットとして示されている。キーステージ11，12の学習内容では，下記の表4のよ
うなユニットが用意されている13）。
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表3 キーステージ1における「探究のプログラム」
科学的探究
（Scientificenquiry）
科学における考え方と証拠
（Ideasandevidenceinscience）
・問題解決では，観察や測定を行い，証拠を収集す
ることが大切であることを理解する。
探究スキル
（Investigativeskils）
計画する（Planning） ・発問をしながら，問題の解決の方法を考える。
・問題解決のために，観察や実験をしたり，情報を
集めたりする。
・観察や実験などを実行する前に，生起したことに
ついて考える。
・テストや比較が正しくない場合があることを理解
する。
証拠についての獲得と提示
（obtainingandpresenting
evidence）
・自分自身や他の人が危険な場面に遭わないよう，
指示に従う。
・視覚，聴覚，嗅覚，触覚を駆使して，観察や測定
を行い，記録する。
・ICT（InformationandCommunicationTechnology）
の活用を含んだ多様な方法で，生起したことを情
報交換する。
証拠の考察と評価
（consideringevidenceand
evaluating）
・簡単な比較を行い，パターンや関連性を考察す
る。
・自分の予想と結果を比較しながら，これまでの知
識を駆使して，探究の方法や結果を説明する。
・自分の結果を，他の人に説明するために，資料や
考え方を見直す。
表4 キーステージ1におけるユニットの全体構成
分 野 キーステージ11 キーステージ12
ライフプロセスと生物 1A「私たち自身」
1B「植物の成長」
2A「健康と成長」
2B「その土地の環境の植物と動物」
2C「変化」
物質とその性質 1C「材料の分類と使用」 2D「物の分類と変化」
フィジカルプロセス 1D「明るさと暗さ」
1E「押すことと引くこと」
1F「音と聞くこと」
2E「力と運動」
2F「電気の使用」
以上のように，キーステージ1におけるユニットの内容は，物理，化学，生物，地学といった広範
囲から構成されている。しかし，これらの内容は，従来の科学の系統からではなく，子どもの生活の
視点から構成されているところに特徴がある。このことは，子どもの自然認識の萌芽を伸長させる視
点から重要である。
（3） ナショナルカリキュラムにおけるキーステージ1の内容構成
上述したナショナルカリキュラムのキーステージ11，12に示されたユニットの具体的内容
14）の
一部は次の表5のように整理することができる。
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表5 キーステージ1の具体的な内容
ユニット名 ユニットの説明 学習項目
1A「私たち自身」 ・子どもは，身の回りの世
界を調べるために，感覚
の使い方を学ぶ。
・子どもは，人間と他の動
物との動きや成長につい
て学習する。
1）身体の部分。
2）五感。
3）動物と人間。
4）成長と変化。
5）大人と子どもの動物との一致。
6）大人への成長。
7）人間による違い。
8）動物の動き方。
9）生物と無生物。
10）食べることと飲むこと。
1B「植物の成長」 ・子どもは，成長し変化す
る生物として，植物につ
いて学ぶ。
1）はじめに。
2）植物の発見。
3）植物の成長の観察。
4）食べ物としての植物。
5）植物への給水。
6）植物と光。
7）植物と人工的な植物。
8）まとめ。
1C「材料の分類と使用」 ・子どもは，身の回りの物
の特性と使い方について
学ぶ。
・子どもは，物を比較した
り，説明したりするため
の言葉について学ぶ。
1）異なった素材間の違い。
2）視覚を使わないで，素材を見分けること。
3）異なった素材について記録すること。
4）多様な物を記録すること。
5）異なった素材の分類。
6）素材の特性。
7）磁性と無磁性の物。
8）目的による物の選択。
9）織物と紙のテスト。
10）防水性の素材。
11）まとめ。
1D「明るさと暗さ」 ・子どもは，物を見るには
光が必要であることを学
ぶ。
・子どもは，暗いときは太
陽も光もないことを学ぶ。
1）はじめに。
2）光と視覚。
3）光源。
4）夜間の明かりの使用。
5）暗闇で見ること。
6）太陽。
7）光る物と光源。
8）練習。
1E「押すことと引くこと」 ・子どもは，動き方の違い
とその説明の仕方を学ぶ。
1）物を動かすこと。
2）動き方を説明すること。
5 プラウデン報告に見られる子どもの自然認識の萌芽の位置付け
上述したナショナルカリキュラムの源流の1つとして，1967年，イングランド中央教育審議会が
プラウデン（Plowden）を議長として作成した「子どもと初等学校（ChildrenandtheirPrimarySchools）」
（ThePlowdenReport，1967）の報告書がある。この報告書はイギリスの初等教育における理科教育の
基本的な考え方や改善点を示しており，その内容は次のように要約できる15）。
（1） 子どもの身近な動植物の直接観察を重視すること
従来の小学校で，伝統的に教えられていた理科は「自然学」（naturestudy）であった。この内容は，
身近では見られない動物や鳥，植物，昆虫などについて詳しく説明することであった。このような
学習では，子どもは興味関心をもっても，直接観察を行う機会はなかった。したがって，教師は
博物学の知識を多くもっていない限り，小学校での理科を充分に教えることはできないこととなり，
子どもにとっては，理科は不満足な教科の1つであった。
（2） 生物教材に偏することなく，物理的教材を導入すること
生物教材を扱う子どもの探究を制限することはないが，教師の中には物理学の堪能な教師もいる。
したがって，物理的教材を多く取り入れる必要がある。また，低学年の子どもにとって，物理的教
材は面白く興味関心の源である。なぜならば，多くの子どもは，模型，磁石，サイホン，電気お
もちゃ，レンズなどで遊んだ経験を有しているからである。
（3） 学習方法として「発見学習」を重視すること
子どもの「発見学習」（learningbydiscovery）を重視している。教師が提供した環境によって，子
どもは好奇心を高め，疑問をもち，答えを探るようになる。この場面で，教師が答えを，子どもに
すぐに話したり，答えの発見方法を完全に示すならば，すべての興味関心を失ってしまう。一方，
教師は子どもが探究する場において，長時間，助言なしにしておくことを避けるようにしなければ
ならない。
（4） 知識を教え込まないようにすること
子どもは，探究を通して書物を読むようになる。そして，書物から得られた情報は，子どもの新た
な研究の出発点となることがある。しかし，知識を教え込まないようにすることである。したがっ
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ユニット名 ユニットの説明 学習項目
・子どもは，押すことと引
くこととを，関係付ける
ことを学ぶ。
3）物を押すことと引くこと。
4）動くものを止めること。
5）動きの原因。
1F「音と聞くこと」 ・子どもは，多様な音や音
源について学ぶ。
・子どもは，音を聴覚と関
係付け，音は音源から伝
わるという考え方につい
て学ぶ。
1）はじめに。
2）音を聞くこと。
3）異なった音を出すこと。
4）音を説明すること。
5）いろいろな音。
6）聞き方。
7）聞くことと安全性。
8）大きな音。
9）音と距離のテスト。
10）結果を示すこと。
11）まとめ。
て，書物を読むことには問題がないが，子どもに初めから書物だけを読ませ，書物からだけの情報
を子どもに教え込むなら，小学校理科の目標は失われてしまうだろう。
（5） 子どもは言葉を通して経験の意味や目的を自覚すること
理科を探究した子どもは，英語（国語）を話したり書いたりする点で著しい進歩を示す。なぜなら
ば，子どもが直接経験を正確に記録することから，経験の意味や目的を自分の言葉を通して自覚す
るようになるからである。
（6） 子どもが理科を1つずつ作り上げること
子どもが不正確で断片的な知識をもつことについては批判的な人もいる。しかし，子どもの知識は
常に不完全であっても，次第に首尾一貫した理科を自ら作り上げる。探求による学習が，必ずしも
すべてうまくいくわけではない。中学校の理科の教師は，子どもが不完全で不正確で，しかも非科
学的である断片的な情報をもつことを恐れている。しかし，知識は常に不完全であり，子どもはど
のような状況においても自分が獲得した理解を首尾一貫できるよう，1つずつ作り上げていくもの
である。すなわち，低学年の理科においても子どもの好奇心を失わず，いろいろな分野で直接経験
による発見の経験や探求をすすめ答えを見出そうとする方法が，子どもに身に付くならば，理科教
育の充分な素地となるであろう。
井出は，上述したプラウデン報告を基にしたイギリスの低学年理科教育の考え方の意義について次
のように指摘している16）。
・子どもの自然科学的な考え方や追究の仕方は小学校入学前の時期から始まり，その後の進学や大
人に成長した段階でも続いていく。
・子どもの自然科学的な考え方や追究の仕方は子ども一人ひとりによって異なり，学校段階や学年
の区別によって制限されるものではない。
・低学年理科の段階では，あらゆる感覚を動員する直接観察が最も重要であり，この経験が次第に，
他の事象の分析や分類などにも広がっていく。
したがって，幼年期における自然認識の萌芽は，その後の学習や成長の基盤となることから，一層
の伸長を図る理科カリキュラムの充実が検討されなければならない。
6 プラウデン報告を基にした自然認識の萌芽を伸長させる理科カリキュラムの視点
プラウデン報告は，子どもの自然認識の萌芽を伸長させる理科カリキュラムの視点から次のように
捉え直すことができる。
第一は，直接経験の重視である。子どもは日頃から身近な動植物と様々な触れあう経験をもってい
る。このような経験を生かし，聞く，触れる，嗅ぐなどの諸感覚を駆使し，心と体が一体となった活
動を通して，子どもの知的好奇心を高め積極的に探究しようとする意欲を向上させることである。す
なわち，子どもが自然事象に能動的に関わりながら，自らの直接経験を通して自然認識の萌芽を伸長
していくことを志向しているといえる。したがって，教室や学校近隣での活動を様々に工夫し，子ど
も一人ひとりの経験の範囲を広げることが大切である。
第二は，物理的教材を多く取り入れることである。それは，子どもの日常的な生活に磁石や電気な
どの物理的教材が身近に存在し，それらと関わりながら生活をしているからである。また，生物教材
と比較するなら，子どもが物理的教材に働きかける際の反応がより短時間で確認でき，様々な試行錯
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誤を繰り返しながら探究活動が展開できるからである。
第三は，子ども自らの問い，解決の方法，彼らの答えを重視するなど，彼らの問題解決的な学習を
重視することである。子どもにとって，外界は興味と刺激にあふれた世界である。この外界と関わる
直接経験による学習を通して，子どもは外界を受動的に吸収するのではなく，自分の興味をもった内
容を自分の方法で追究することを通して能動的に理解していく。
このような経験を通して，子どもは外界に対する彼ら固有の概念を構成していくといえる。その際，
教師による問題の提示や解決の方法の示唆など，子どもの興味関心や問題解決の意欲を低下させな
いような指導の仕方が考慮されなければならない。無論，子ども相互，子どもと教師との話し合いは
重要な条件である。
第四は，子どもが経験を通して構成する概念の多様性を，重視することである。すなわち，子ども
は学習前の既有の知識や経験も異なり，学び方も多様である。しかも，子どもの概念構成は経験を通
してなされることから，構成の仕方は子どもによって異なるからである。
したがって，子どもに概念構成の時間や方法を一律に強いることはできない。この過程では，教師
が子どもにとってふさわしい教材と活動の場や時間を保証することによって，彼らの自然認識の萌芽
の伸長を支えていくことが肝要である。すなわち，知識を教え込むのではなく，子ども自らが固有の
知識を構成できるように指導することである。
第五は，子どもの言葉による表現を重視することである。子どもは学習の様々な体験から得られた
内容を文字や言葉，絵や図などで表現する。そして，言葉を通して，自分の体験の意味や目的を自ら
確認し固有の概念を構成していくといえる。勿論，この時期の言葉の発達も重要である。子どもは自
分の直接観察によって得た情報を充分伝えることはできないし，言葉も充分備わってはいないといえ
る。しかし，子どもが経験を重ねることによって，言葉を増やし，その意味を自分で獲得していくの
である。
第六に，子どもは自分の見方や考え方の整合性を作り上げていく存在であるということである。す
なわち，子どもは小さな大人ではない。子どものものの見方や考え方は大人から見ると整合性が不十
分であると見えるが，彼らの方法で見方や考え方の整合性を作り上げていく存在である。その意味に
おいては，子どもが首尾一貫した自然認識の萌芽を伸長していくことを重視すべきである。
この報告書からは，幼年期の子どもの自然認識の萌芽伸長の方策の視点を読み取ることができる。
具体的には，子どもの自然認識の萌芽を伸長させる，学習過程，教材，時間や場の保証などであり，
これらは，今後，低学年の教科構成の在り方や教科内容方法を検討するに当たって，重要な示唆を
提示している。
本研究のまとめと今後の課題
新学習指導要領が全面的に実施される中，初等教育において科学的リテラシーを体系的に育てるカ
リキュラムの開発が求められている。本論文においては今後の教科構成検討も含んだ学習指導要領の
改訂を見通し，初等教育における科学的リテラシー育成の理科カリキュラムに焦点を当て，分析検
討した。その結果，子どもの自然認識の萌芽を伸長させる理科カリキュラムの視点から，次のような
知見が得られた。
イギリスのナショナルカリキュラムの礎となったプラウデン報告からは，幼年期の子どもの自然認
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識の萌芽伸長の方策の視点を読み取ることができる。具体的には，子どもの自然認識の萌芽を伸長さ
せる，学習過程，教材，時間や場の保証などであり，これらは，今後，低学年の教科構成の在り方や
教科内容方法を検討するに当たって，重要な示唆を提示している。
本論文では，英国を中心とした理科カリキュラムを分析検討したが，今後は，米国のカリキュラ
ムを基に，子どもの理科カリキュラムの構想を提案することが課題である。
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